
編　集　後　記

『臨床心理学部研究報告』第４集は論文３篇、研究ノート１篇、報告２篇と、分量からすれば結果
的に前号・第３集とは比ぶべくもない厚さではあるが、収録された論文のクオリティやそこに投入
されたエネルギーは高水準を保っている。このうち院生の論文が１編、報告が２篇あり、フレッシュ
な風を注ぎ込んでくれている。
「紀要」という編集物は、ともすれば厳正なピアレビューがなされない一級下の学術誌と見なされ
がちである。しかし本誌の編集に携わって感銘を受けたのは、査読委員の「あくなき真理追究」へ
の真摯な態度と厳しさであった。一般学術誌にひけをとらない厳格な査読制度が実現されており、
これは本誌の誇りとするところである。査読委員に心から感謝するとともに、時には火花が散るよ
うななやりとりを経て、最終稿の形にまとめ、貴重な知見を分け与えて下さった執筆者に敬意を表
したい。
多様な視点やアプローチが可能な臨床心理学であるからこそ、相互の批判と理解に開かれている

ことが望ましい。本誌が引き続きそのような場として活力を持ち続けることを願っている。
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